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漫画審査基準
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あ い

Ａ Ｉベ ン チ ャ ー の 社 長

元 気 い っ ぱ い

暴 走 す る こ と も ●　　●　●

り

太田

あいの会社で働く

社長の暴走に悩ま

新崎純

太田の大学時代の先輩

特許庁の審査官
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青年

される
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技術情報の流出

製品模倣

産業スパイ

協業企業の裏切り

従業員による持出し

サーバの設定ミス
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１

特許を取るとどうなるの？

侵害の差止め

勝手に特許技術を使わせない

２．損害賠償

既に使われてしま

３．第三者ヘライ

ライセンス収入

つ

セ

た分はお金で請求
ン ス

クロスライセンス

４．技術力の誇示

顧客・提携先への安心感
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あるアルゴリズムＡを使って
写真に写った動物の種類を

自動判別するというアイデア

特許権
技術的アイデア自体を保護

著作権
個々の表現を保護



技術的

アイデアを

抽出

出願書類作成
図

ソフトは変わっても

同じアイデアを使う限り

特許権でカバーできる！



ソフト開発時にぶつかった技術的課題を思い出してみよう

学習データが＋分にそろわない ●　●　●

ＡＩの判定精度が悪い ●　●　●

組み込み機器では十分な速度がでない ●　●●
ＡＩを使って△△の業務を効率化したい・・ ●

どうやってそれを解決したかも思い出してみよう

○○を

○○を

○○を

○○に

して学習データを増やした

して精度を上げた！

して処理速度を上げた

より△△の業務を行う
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